
[講演内容]
・審査段階の引例と同じ引例で異議（取消理由：新規性⽋如）をかけた事例
・公然実施により異議をかけた事例
・進歩性で異議をかけたが採⽤されなかった事例
・パラメータ発明に対して記載要件で攻めた事例
等の事例を基に、異議の成否を読み解きます。

[講演内容]
・ 最近の審理結果の傾向
・ 異議申⽴ての流れと各段階における検討事項
・ 取消理由通知への応答期間（延⻑が認められる場合）
・ 訂正に関する留意点
・ 取消理由通知への応答戦略

2019.11.29 金
14：00-17:50

18：00 懇親会

三枝国際特許事務所 特許セミナー2019

参加
無料

第一部 権利者側の留意事項

TKPガーデンシティPREMIUM大阪駅前 4F トワイライトＡ+Ｂ

第二部 異議申立人側の留意事項

岩澤 朋之

三枝国際特許事務所
弁理⼠

難波 泰明

三枝国際特許事務所
弁理⼠

[講師紹介]
2010年弁理⼠登録。大学での研究業務を経て、2010年から現職。ライフサイエンス分野全
般、化学等における、多様な技術分野の出願、中間処理、異議申⽴て等を取り扱っている。
特に、医薬発明、遺伝子工学関連発明を得意とする。

[講師紹介]
2010年弁理⼠登録。特許事務所勤務を経て、2018年から現職。 2016年に特定侵害訴訟代
理権を取得。バイオ、医薬、化学、⾷品等における、多様な技術分野の出願、中間処理、異
議申⽴て等を取り扱っている。

第⼀部、第⼆部の内容を踏まえ、権利者側、異議申⽴⼈側の両⽅の観点から、異議申⽴ての現状
を踏まえた戦略について、上記講師⼆⼈に加えて、パネラー及びコーディネーターと共に、ディ
スカッションします。

第三部 パネルディスカッション（攻めと守りの観点から）

※懇親会も、参加無料です。お気軽にお越しください。

（13：30開場）

特許異議申立て
～現状を踏まえた戦略～



2005年から知財業務に従事。2011年
に弁理⼠登録、2013年に特定侵害訴
訟代理権を取得。
主に化学（無機及び有機）を中心とし
て、多様な技術分野の出願、中間処理、
異議申⽴て等を取り扱っている。また、
異議申⽴て制度や審判制度の運⽤の調査

及び企画⽴案を⾏う審判企画室をはじめ、特許庁等の様々
な部署と、⼿続及び運⽤に関して多数の協議を⾏っている。

セミナープログラム

14:00〜14:05 開会のご挨拶

14:05〜15:05 第一部 権利者側の留意事項

15:05〜15:10 休憩

15:10〜16:10 第二部 異議申⽴⼈側の留意事項

16:10〜16:30 コーヒーブレイク

16:30〜17:30 第三部 パネルディスカッション（攻めと守りの観点）

17:30〜17:45 質疑応答

17:45〜17:50 閉会のご挨拶

18:00〜19:50 懇親会

●会場へのアクセス

●セミナーに関するお問い合わせ

三枝国際特許事務所 担当：柚木（cr-saegusa@saegusa-pat.co.jp)

[第3部 コーディネーター紹介]

東野 匡容三枝国際特許事務所 弁理⼠
[第3部 パネラー紹介]

2011年弁理⼠登録。製薬会社勤
務を経て、2010年から現職。
化学、バイオ、遺伝子工学等にお
ける、多様な技術分野の出願、中
間処理、異議申⽴て等を取り扱っ
ている。

八木 祥次三枝国際特許事務所 弁理⼠


